
　関西大学図書館に収蔵された『四庫全書存目叢

書』について紹介したい。本叢書を紹介する前に、

本叢書の成立に極めて関係深い史上有名な『四庫全

書』の編纂について簡単に触れたい。

　Ⅰ　『四庫全書』の編纂

　中国の清朝の乾隆帝（在位：１７３５～１７９５）は、全

国の古今の重要書籍の収集を企図し、経・史・子・

集の四部に分類編集して一大叢書を編纂させて完成

したのが『四庫全書』であることは周知のことであ

る。

　乾隆帝は乾隆三十七年（１７７２）正月四日付けの内

閣にたいする上諭において、

　　古今来著作之手、無慮数千百家、或逸在名山、

　　未登柱史、正宜及時採集、彙送京師、以彰稽古

　　右文之盛。其令直省督撫會同学政等、通飭所属、

　　加意購訪。１

と、全国各地に重要書籍の収集を命じた。

　翌乾隆三十八年二月二十八日付けの上諭によれば、

　　現在査弁四庫全書之翰林官等、著照武英修書処

　　之例、給与飯食。２

と、すでに『四庫全書』の編纂に従事していた翰林

院の官吏に対して、武英殿での修書と同様の待遇を

与えたことが判る。このことで『四庫全書』の編纂

を専門に扱う機関が誕生したことになる。その後、

乾隆六十年（１７９５）十一月十六日には戸部尚書であ

った曹文埴により『四庫全書総目』の印刷が完成し

たことが報告されている。３

　この結果、『四庫全書』３４６１種約八万巻が完成し、

清代には熱河（承徳）の避暑山荘に文津閣、北京円

明園に文源閣、北京の紫禁城に文淵閣、盛京（瀋

陽）に文溯閣を、そして、民間の閲覧に提供するた

めとして江蘇省の揚州の大観堂に文匯閣を、鎮江の

金山寺に文宗閣を、浙江杭州聖因寺に文瀾閣をそれ

ぞれ設けて閲覧に供した。しかし、その後の太平天

国の乱や義和団事件等の戦乱によって鎮江の文宗閣、

揚州の文匯閣、円明園の文源閣は消失し、他も戦乱

による移動等で少なからざる被害を受けたのであっ

た。このうち、台湾へ渡った文淵閣本をもとに＜四

庫全書珍本＞のシリーズが刊行され、その後、さら

に全本が影印された＜景印本文淵閣『四庫全書』＞

が広く世界において利用されることになったのであ

る。この『四庫全書』の成立と本叢書は密接な関係

があるのである。

　Ⅱ『四庫全書存目叢書』の編纂

　『四庫全書』の編纂の過程で乾隆六十年（１７９５）

に『四庫全書総目』が刊行されたが、この総目には、

『四庫全書』に収められなかった書籍が６，７９３種ある

とされ、その種類は『四庫全書』の二倍に達する。

この『四庫全書総目』に著録されたが、『四庫全書』

に収録されなかった未収の書籍を収集し一大叢書に

したものが、ここで紹介する『四庫全書存目叢書』

である。

　即ち『四庫全書存目叢書』は『四庫全書総目』に

見えて『四庫全書』に採録されなかった書籍を収集

し刊行されたものである。

　中国では１９９２年に全国古籍整理委員会が、『四庫

全書存目叢書』の編纂と出版の具体的日程を提案し

て、準備に入り１９９３年１月に中国東方文化研究会歴

史文化分会会長である北京大学劉俊文教授を主任と

して、具体的作業に入り、１９９７年１０月に『四庫全書

存目叢書』が完成したのである。『四庫全書存目叢

書』完成のために中国内外の図書館から蔵書が採録

され、とりわけ北京図書館・北京大学図書館・上海

図書館・中国科学院図書館・南京図書館・浙江図書

館・湖北省図書館・遼寧省図書館・復旦大学図書

館・天津図書館・中国人民大学図書館・首都図書

館・中山図書館・中山大学図書館等の代表的な１１６

カ所の図書館、博物館、個人等から収集し、４５０８種

の書籍を収集することができたのである。４

　『四庫全書存目叢書』に収録された書籍を四部別

にその種類と『四庫全書存目叢書』の冊数を示せば

以下のようになる。
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　目録・索引　　　　　　　１冊

　経部　　　　　　７３４種　２２０冊

　史部　　　　　１，０８６種　２９２冊

　子部　　　　　１，２５３種　２６１冊

　集部　　　　　１，４３５種　４２６冊　

　以上のように、『四庫全書存目叢書』は計１，２００冊

からなる大叢書である。

　本叢書に収められた書籍を時代と状態で比較する

と次のようになる。

　宋　刻本　　　　１５種

　宋　写本　　　　１種

　元　刻本　　　　２１種

　明　刻本　　�２，１５２種

　明　鈔本　　　�１２７種

　清　刻本　　�１，６３４種

　清　鈔本　　　�３３０種

　清　稿本　　　　２２種５　　　計４，３０２種

　このように書籍の成立時期、書籍の形状の判明す

る４３０２種のなかで圧倒的量を誇るのは明代のもので

あることは歴然であろう。明代の刻本、鈔本で４３０２

種の内の約５３％に達し、明代の刻本のみに限定して

も、時代の明らかな書籍全体の５０％を越えているの

である。

　Ⅲ　『四庫全書存目叢書』の資料的価値

　その意味でも『四庫全書存目叢書』は明代の資料

の宝庫とも言っても過言ではあるまい。

　明代の資料で重要なものの一つに地方志がある。

近年、＜中国地方志叢書＞、＜天一閣蔵明代方志選

刊＞、＜天一閣蔵明代方志選刊続編＞、＜中国稀見

地方志匯刊＞などの刊行で、かなりの明代の地方志

が容易に閲覧できるようになったが、この『四庫全

書存目叢書』においても明代の地方志のみに限定し

ても、史部の第１７４冊より２１２冊までの７４種の地方志

を数える。

　史部　地理類　第１６６冊に収められた『一統路程

圖記』八巻があるが、近年このような路程書が注目

され研究されるようになったことから考え清代にお

いて『四庫全書総目』が注目し目録に採録していた

ことは貴重である。これに関連する書籍に明末の刻

本の影印本である『士商必要』三種十二巻６がある

が、これは近年の編纂物として収められたものであ

り、『四庫全書』編纂過程で既に、路程書が注目さ

れ総目に収められたことの意味を再考する必要があ

ろう。

　史部第１７５冊所収の『成化杭州府志』六十三巻は、

『四庫全書存目叢書』では南京図書館蔵の明成化刻

本の影印であるが、日本では山根幸夫氏編の『新編

　日本現存明代地方志目録』（汲古書院、１９９５年５

月）２６頁では東洋文庫において北京図書館蔵書本に

より、巻４～６，１１～５９，６２，６３が欠本である。『四

庫全書存目叢書』の出版によってはじめて全巻日本

で見ることが可能となった。

　史部第１８２、１８３冊所収の『嘉靖・江西通志』三十

七巻は山根氏の目録では、尊経閣文庫は全本である

が、東洋文庫では北平図書館時代のマイクロフィル

ムで巻１～７，１４～２９，３２～３７が欠本とされている。

　史部第２０４から２０７冊に収められた何喬遠の『�

書』一百五拾四巻は山根氏の目録では、東洋文庫、

内閣文庫、尊経閣文庫、宮内庁書陵部で閲覧できる

とあるように、すべて東京にあり、関西在住の研究

者では不便があったが、容易に閲覧できるようにな

った。また最近、福建人民出版社から『�書』の排

印本５冊本が刊行になり便利になったが、原刻本の

影印本は貴重である。

　子部の兵家類に分類され本叢書、子部第３１冊に収

められた侯継高の『全浙兵制三巻附日本風土記五巻

（附原缺）』がある。本叢書では天津図書館の旧鈔本

により収録されている。日本では内閣文庫に全浙兵

制考三巻日本風土記五巻明刊本が所蔵されている。

これは九州の豊後佐伯藩主毛利高標の旧蔵書である。７

この全浙兵制考三巻日本風土記五巻に関しては内閣

文庫に所蔵される毛利高標の旧蔵書がおそらく世界

で唯一で最良のテキストであると言える。

　『�書』と同様に明代の資料は関西では見ること

が困難なことが多かった。その一例として集部第

１１７冊から１１９冊に収められている明・汪道昆の文集

である『太函集』『太函集副墨』がそれである。原

版本で閲覧すれば漢籍が１００冊以上になる。仮に閲

覧できたとしても一度に貸し出してくれる図書館は

極めて稀である。本叢書では僅かに３冊で汪道昆の

業績を見ることができるのである。日本では現存の

版本が少なく、また所蔵されている研究機関が限定

され、しかも大部の資料であるため利用に極めて困

難であったが、とりわけ『太函集』が『四庫全書存

目叢書』に収められことは、明代の徽州研究をはじ

めとする分野にとって研究上の便宜は計り知れない。

　集部第１２９冊に収録される�尚鵬の『百可亭摘稿

七巻詩集摘稿二巻』は広東の中山大学図書館蔵の

明・萬暦二十七年刻本に依拠したものである。これ
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に対して、日本に現存するのは東洋文庫に所蔵され

るのは清代の道光十二年重刊本８であることから本

叢書のテキストが古いと言える。

　同集部１２９冊には琉球国王の冊封のために派遣さ

れた郭汝霖の文集である『石泉山房文集十三巻』が

浙江図書館の明・萬暦二十五年郭氏刻本により収め

られている。これまで日本で同書を見ることができ

たのは京都大学人文科学研究所で、その書は、１９７０

年に台湾の国立中央図書館の萬暦二十五年郭氏家刊

本の景照本であった。９　彼の琉球への使録は本叢

書の史部第４９冊に収められる『重編使琉球録』であ

り、著者は『四庫全書総目』以来郭世霖と誤ってい

たことは既に夫馬進氏によって指摘されている。１０

『石泉山房文集』巻八、序、「刻使琉球録序」に、

使琉球録者、録自陳・高二公始也。琉球帰化聖

朝、前此嘗有使矣、而弗録焉遺也。遺則後将何

述、滄溟萬里、不無望洋之歎、此録所以作也。

と記しているように、郭汝霖に先行する琉球への冊

封使であったのは陳侃と高澄であり、陳侃が記した

『使琉球録』が、明代を経て清代に続く琉球国への

冊封使の記録として連綿と残されるきっかけになっ

たのである。

　集部第１３６冊の許孚遠の『敬和堂集』は明末の海

外交渉史研究に重要な資料であるが、本叢書では北

京図書館蔵の明萬暦刻本により存４巻とある。序は

萬暦甲午（二十二年、１５９４）序刻本であり、序、記

の二巻のみである。「総目」には敬和堂集八巻とあ

り、序、記、雑著、移２巻の計８巻である。山根幸

夫氏編『増訂日本現存明人文集目録』によれば、日

本には内閣文庫、静嘉堂文庫、尊経閣文庫に所蔵さ

れている。この三箇所の文庫ともに「敬和堂集十三

巻」とある１１ことから、「敬和堂集」に関しては日本

に現存するテキストの方が最善のものと言えるであ

ろう。

　集部第１７５冊に『五雑爼』の著者で有名な謝肇�

の文集である『小草斎集三十巻、続集三巻、小草斎

文集二十八巻』が収められている。山根氏の明人文

集目録では、日本現存では小草斎文集は尊経閣文庫

にあり、内閣文庫本は第一巻から第三巻までを欠い

ており１２、小草斎集三十巻の方は日本では見られな

かったようであるので、本叢書は重要である。

　Ⅳ

　上述のように、『四庫全書存目叢書』は『四庫全

書』と密接な関係があるが、そのことと関係が深い

ように、収録されている書籍は明代清初のものが極

めて量が多く重要であると言える。その理由は、次

代の清朝が満洲族の王朝で、漢人の排満洲族的な記

述の多い明代の書籍を排斥したこともあり、明代の

書籍の多くは特に日本に流失したとされている。し

かしそれらのテキストを所蔵する図書館等は東京に

集中していた。この『四庫全書存目叢書』の刊行は

研究者に対する機会均等のチャンスを与えたと言え

るであろう。中国の大学の図書館でもこの『四庫全

書存目叢書』が配置されている事例を直接見た経験１３

から言っても、本『四庫全書存目叢書』の刊行は研

究の進展に寄与することは歴然である。
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